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東広島市教育委員会定例会（令和６年２月）議事録 

 

１ 日  時 令和６年２月22日（木）午後３時０分～午後４時17分 

２ 出 席 者        

 (１)教育長 市場教育長 

 (２)委 員 渡部教育長職務代理者、京極委員、島本委員、西村委員、棚橋委員 

 (３)事務局 【学校教育部】 

江口学校教育部長、榊原教育参与、神笠教育監、武上学校教育部次長兼教

育総務課長、井上施設安全調整監、吉岡学事課長、鷹橋指導課長、沖指導

課情報教育推進室長、石田教育総務課課長補佐兼教育総務係長兼管理係長 

【生涯学習部】 

伊藤生涯学習部長、細谷生涯学習部次長兼生涯学習課長、山本スポーツ振

興課長、大内文化課長、戸光青少年育成課長、尾畑生涯学習課課長補佐兼

地域の学びの企画係長兼管理係長 

 (４)書 記 奥田主査 

３ 場  所 北館２階 201会議室 

４ 議  題        

（１）議案事項 

議案第３号 東広島市立学校職員服務規程の一部改正について 

（２）報告事項 

報告第５号 東広島市の文化財の保存と活用について（ユニークベニューの今後の取組

について） 

報告第６号 臨時代理の報告について 

報告第７号 令和６年度業務執行体制の変更（案）について 

報告第８号 令和５年度広島県教育賞の被表彰者の決定について 

報告第９号 令和５年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果について 

報告第10号 令和５年度教育推進指定校における研究公開のまとめについて 

報告第11号 令和５年度学校教育に係るアンケート結果について 

報告第12号 第２期東広島市生涯学習推進計画（案）のパブリックコメント（意見公

募）の実施結果について 

報告第13号 東広島市図書館サービス計画（第３期）（案）のパブリックコメント（意

見公募）の実施結果について 

（３）その他 

ア 次回教育委員会定例会の日程について 

 

開会 午後３時０分                                

 

○ 市場教育長：それでは、定足数に達していますので、令和６年２月の教育委員会定例
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会を開会いたします。 

 本日の議事録署名委員は、渡部教育長職務代理者と京極委員でございます。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

 本日の会議の進行でございますが、全て公開で行いたいと思います。 

 委員の皆さんの意見を伺いたいと思います。いかがでしょうか。 

 それでは、全て公開とすることに決定します。 

 本日の傍聴希望はありますか。 

○ 武上学校教育部次長兼教育総務課長：ございません。 

○ 市場教育長：分かりました。 

 

議案第３号 東広島市立学校職員服務規程の一部改正について             

○ 市場教育長：それでは、議案事項からですが、議案第３号東広島市立学校職員服務規

程の一部改正についてを議題といたします。 

 議案の説明をお願いします。 

○ 吉岡学事課長：それでは、議案第３号につきまして説明をいたします。 

 議案の１ページをご覧ください。 

 １の提案理由です。職員の勤務時間及び休暇等に関する規則等の一部改正となり

まして、県費負担教職員の介護支援部分休暇が付け加えられたことを受けまして、

東広島市学校職員服務規程を整理するために、この議案を提出するものでございま

す。 

 この介護支援部分休暇は、家族に介護が必要な教職員が、勤務しながら介護支援

を行うことができる制度です。 

 それでは、３ページをご覧ください。 

 ３ページの表の中段に勤務形態という欄がございます。そちらをご覧ください。

この勤務形態、ここでは勤務を減じる時間と示しておりますが、この勤務形態の中

から、各家庭の介護の必要性に応じて勤務時間を選択することとなります。 

 説明は以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○ 市場教育長：ありがとうございました。 

 ただいまの議案第３号東広島市立学校職員服務規程の一部改正について、ご意

見、ご質問があればお願いいたします。 

 よろしいでしょうか。 

 なければ、原案のとおり可決することとしてよろしいでしょうか。 

 それでは、提案のとおり決定いたします。 

 

報告第５号 東広島市の文化財の保存と活用について（ユニークベニューの今後の取組に 

      ついて）                               

○ 市場教育長：それでは、報告事項に移ります。 

 報告第５号東広島市の文化財の保存と活用について（ユニークベニューの今後の
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取組について）説明をお願いいたします。 

○ 大内文化課長：それでは、文化課から報告第５号東広島市の文化財の保存と活用につ

いて（ユニークベニューの今後の取組について）ご説明いたします。 

 まず、ユニークベニューについてですが、歴史的建造物など、文化財等において

特別な体験を行うことを言います。これまで文化財は保護を目的に扱っておりまし

たが、今は保護に加えて活用も求められております。その活用の一環としてユニー

クベニューがありますが、本日はこのユニークベニューの取組をご紹介させていた

だき、新たな発想やご意見をいただきたいと思いますので、どうぞよろしくお願い

いたします。 

 それでは、資料の１ページをご覧ください。 

 まずは、東広島市の文化財でございます。 

 まず、(1)ですが、文化財とは、地域の歴史の中で生まれ、育まれ、今日まで受

け継がれている歴史的、文化的、自然的な遺産であり、再現再生することが容易で

ない貴重な財産でございます。また、本市の指定文化財ですが、今年度の６月に安

芸国分寺跡から出土した木簡等の品が国の重要文化財に指定され、また西条酒蔵群

が国史跡として、昨日２月21日に指定されました。これで今年度は２件の国指定の

文化財が増えたことになります。現在、市内の指定文化財は合計111件ございま

す。内訳は、国指定文化財が９件、県指定文化財が24件、市指定文化財が78件でご

ざいます。また、登録有形文化財が109件、登録記念物が１件ございます。 

 (2)の主な文化財でございますが、アからキまで記載しておりますように、国の

重要文化財が４点、国史跡が４点、そのほか国登録文化財や県、市の文化財などが

ございます。 

 続きまして、２の文化財を取り巻く環境でございます。 

 現在、文化財を取り巻く環境は厳しいものとなっております。まず、青色の枠の

１つ目ですが、社会構造（産業・コミュニティ等）や価値観の変化として、中点の

１つ目、生活様式の変化による伝統的な生活習慣や風習が徐々に失われつつありま

す。これは近年の核家族化や生活スタイルの欧米化などの影響を受けていると考え

られており、その下にも４点ほど、社会構造の変化として挙げさせていただいてお

ります。 

 次に、青色の枠の２つ目、過疎化・少子高齢化による文化財保存・活用の担い手

不足でございます。中点の１つ目、重要文化財の古民家に住まわれている方、もし

くは所有者の方が高齢化されており、維持することが困難となっていたり、跡を継

ぐ人がおらず、空き家の状態になっていたりする物件が徐々に増えてきておりま

す。また、そのほかにも、下に５点ほど、担い手不足の要因として挙げさせてもら

っております。 

 続きまして、青色の枠の３つ目の人口減少による税収の低下です。文化財の保

護、修繕等には多くのお金が必要であり、税収の低下により、支援することが難し

くなる事例が起きております。特に建築物などの文化財は定期的な補修が必要にな
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ってきますが、予算の関係ですぐには補修できない物件も出てきております。一方

で、近年は多くの災害や事故が発生しておりまして、平成28年熊本地震では、熊本

城の石垣が崩れるなど、重要文化財は全て被災し、また先月発生しました能登半島

地震でも、272の文化財が被災したようで、このような被災建築物は緊急に修繕す

ることが必要な場合もあり、財政が逼迫する要因の一つではないかと考えられてお

ります。 

 こうした状況の中、近年、文化財を保存しておくだけなく活用することで、市民

に重要性、貴重性を分かっていただき、さらに観光資源として用いることで、新た

な財源の創出につながるとの考え方に変わってきております。一番下の赤枠の部分

ですが、地域主体の文化財の掘り起こしやまちづくりへの活用を行っていこうとい

うものでございます。例えば、中点の２番目の企業やＮＰＯによる歴史的建造物の

活用を通じた地域活性化の取組とありますが、この活用がまさにユニークベニュー

でございます。 

 次に、２ページの３、ユニークベニューについてですが、先ほども少し触れまし

たが、ユニークベニューは、歴史的建造物、神社、仏閣、美術館や博物館などの特

別な会場で、会議、レセプション、イベント等を開催することにより、特別感や地

域特性を演出することを目的としております。下の四角枠の中に３つの丸がありま

すが、どのような会場で、何を行い、どのような魅力を生み出すのか、それがこの

特別な価値を創造する取組でございます。 

 (1)のユニークベニューとして活用するメリットでございますが、まず参加者に

ついては、特別な会場で特別な体験ができる、例えば、お城に宿泊することができ

る事業が、国内で何か所か進んでおります。愛媛県の大洲城や、この春からは福山

城でも体験できるそうで、ユニークベニューとして画期的な取組だと考えておりま

す。また、主催者にとっては、イベントの魅力向上につながります。所有者にとっ

ては、所有する文化財の認知度、知名度の向上や文化財保護活動の機運上昇にもつ

ながります。また、地域や自治体は、その文化財の知名度が上がる、観光客が増加

するといったメリットにもつながっています。 

 (2)は、文化財の活用例を全国の自治体にアンケートをした結果、回答が多かっ

た順に上から並べております。コンサートや芸能公演、レセプションといった事例

が特に多いようです。 

 次の３ページをお願いいたします。 

 上の写真は、特別史跡の名護屋城跡並陣跡にて、佐賀県の食と器を味わう野外レ

ストランのイベントでございます。一流の料理人を手配して行ったようで、見えに

くいですが、写真の少し左手側に、篠笛を演奏されている方もおられます。下の写

真は、山口県の秋吉台です。日本最大級のカルスト台地は国定公園となっておりま

すが、ここでスポーツイベントとしてトレイルランニングを実施しておりました。 

 ４ページをお願いいたします。 

 東広島市の取組についてですが、(1)東広島美術展に伴う町家美術館（白市地区
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の実施）といたしまして、本年度、白市地区の文化財において、招待作家の作品を

展示した美術展を開催いたしました。イの開催場所ですが、旧木原家住宅など、国

の重要文化財、国の登録文化財で行いました。施設名の横に来館者人数を記載して

いますが、それぞれ開催期間の16日間で来ていただいた人数になっております。ち

なみに旧木原家住宅では、令和４年度の１年間の来場者数は381人でしたので、集

客効果は大いにあったと考えております。 

 続きまして、５ページをお願いいたします。 

 光の宴（三ツ城古墳）の実施になっております。これは、地域の自治協が地域住

民の活動として毎年開催しているもので、三ツ城古墳にろうそくを並べて、幻想的

な雰囲気をつくっております。 

 続きまして、５の今後の取組についてですが、ユニークベニューにつきまして

は、来年度も文化財での美術展や新たに演奏会を企画し、実施したいと考えており

ます。ただ、そのほかにも、本市の魅力を発信する新たなユニークベニューとし

て、例えば市内の文化財である安芸国分寺歴史公園や西条酒蔵通り、旧木原家住宅

や鏡山城跡など、これらを活用して、何かイベントを実施することができないかと

考えております。もしよろしければ、委員の皆様からも今後の取組について、例え

ば文化財を使ったカフェやイベントなど、事業に対するご意見をいただけたらと思

っております。 

 説明は以上でございます。 

○ 市場教育長：ありがとうございました。 

 ただいまの報告について、まずご質問等があればお願いします。 

○ 島本委員：文化財を貸し出されるということで、会場使用料が収入になるということ

ですけれども、これは、借りた人がお金を払うということですか。 

○ 大内文化課長：例えばですけども、今回、この写真をつけさせてもらっている名護屋

城跡並陣跡の野外レストランですけども、これは参加者がお金を払って、主催者

と、所有者にも少しお金が入ってくるような形になっています。ですので、お金を

払うのは参加者ですけども、主催者、所有者に少しずつお金が入ってくるような仕

組みができれば、それを文化財の保護に回せると思っております。 

○ 島本委員：三ツ城古墳はもう既にされている。これもお金が動いているということで

すか。 

○ 大内文化課長：三ツ城古墳については自治協が補助を使ってやっていますので、参加

者からお金を取るようなことはないと思います。 

○ 島本委員：今、カフェとか人気があっていいなと思います。ぜひいろいろやってほし

いと思います。多分、こういうことをやるとしても、どうやって広報するかという

問題があると思います。知らなかったというのではいけないので、ぜひいい広報を

してほしいと思います。 

○ 大内文化課長：委員がおっしゃられるとおり、イベントの企画まではするのですが、

実際、広報が大変難しい。今回、白市でユニークベニューをしましたけども、それ
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も広報の仕方で随分迷いました。ＳＮＳやホームページというのはすぐ思いつくの

ですが、そのほか、どうやって開催していることを皆さんにお伝えするか。結局か

なりの枚数のチラシを刷って、市美展に来ていただいたお客様にお配りしました。

そういった形で、本当に広報には苦労した経緯もありますので、いかに皆さんに分

かってもらうかというところが重要であると思っております。 

○ 島本委員：ぜひ、高校生や大学生の若い人たちの発想を入れられたらいいと思いま

す。 

○ 大内文化課長：今年度は、ばたばたとなってしまった部分があるのですが、来年度は

もう少し時間に余裕があれば計画的に、そういった実行委員会を立ち上げるなどし

て、もう少し若い方からの意見をいただくということを考えても良いのかなと思っ

ております。 

○ 市場教育長：先ほど事務局からありましたように、今後の取組について、少しお時間

取りまして、新たな発想やご意見があればお願いします。 

○ 京極委員：不定期でやると、多分、やっているかどうか分からないということがある

ので、定期的に幾つかのイベントを、白市や三ツ城や酒蔵のイベントを、何月はこ

れをやりますといった形で、ある程度、定期的にやったほうが、周知できるところ

もあるのではないかと思います。毎年違っていたら、いつ何があるのか分からな

い。スケジュール感を持ってやったほうがいいのではないでしょうか。この地域に

はすごくいいところがある。いつも渡部委員がおっしゃっているように、ウオーキ

ングの場所をつくるとか。そうしたら、ある程度、人も増えていくでしょうし、自

然に周知されていくところもあるのではないかなと思いました。 

○ 大内文化課長：場所ごとに何月と決めるというのはすごくいい案だと思いますが、実

際、その場所で何をするかというのが、また少し大きなハードルになっておりま

す。今回は美術作品を展示するという形でさせていただきましたが、ほかに音楽演

奏であるとか、いろいろなイベント内容が考えられると思いますけれども、その内

容が少し行き詰まっている部分があります。どういったことが集客につながるの

か。例えば美術作品の展示につきましても、最初は目新しくていいのですが、徐々

に来場者が少なくなってきたり、音楽イベントだったら、その時間に来ないと音楽

が聞けなかったりと、いろいろなメリット、デメリットもありまして、何をやった

らたくさんの人が来てくれて、満足して帰っていただけるかというのが、少し課題

ではあります。場所を月ごとに変えるという案は大変いいと思います。 

○ 京極委員：今はないのですが、大学で、高屋地区は何もないよねということで、大学

の中で定期的に広響の演奏会をしていました。毎年、10月か11月ぐらいに。そうす

ると、その時期にたくさんの方が来られるということもあった。だから、そういう

イベントをそういう文化的なところでやるのはいいのではないかなと思いました。

我々も海外に行って、文化的なところで、カフェだとか、演奏を聞きながらやるこ

とが結構ありますけれども、それはすごく印象に残るし、そういうことは大事だと

思います。そのあたり、検討されたらいいのではないかと思いました。 
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○ 渡部教育長職務代理者：これは市の発展のために大変重要な分野だと思います。今、

教育委員会で話をしていますけれども、当然のことながら、市の産業部の観光課も

関係しますし、それから商工会議所も関係します。三ツ城古墳などは地域の自治会

にも大変関係があります。３年先、５年先、10年先を見通して、段階的に、どう発

展させるかといった計画ですよね。酒まつりもたくさんの人が来られていて、それ

が継続しているということはありますけども、５年先の計画、10年先の計画で段階

的に立派になったという、そういう話をあまり聞かないですよ。ですから、酒まつ

りには毎年何万人も来ているけれども、また次の年まで待とうというような発想で

は寂しいと思います。これだけの財産、資源があるわけですから、もう少しお互い

に知恵を絞る。まず行政の中での連携も必要だと思います。参加者も市民だけでは

ないということは、当然考えられるわけですけれども、いわゆる観光地というとこ

ろは、そういう将来的なことを見越して、随分投資して、戦略を立てています。そ

ういう戦略はもう少し市民の方にも分かるように。当然、市役所の中でもそういう

プランを共有できるような戦略を立てていくべきではないか。もう既にそういう戦

略があることは分かっていますが、もう少しそこのところを考える必要があるので

はないかという気がいたします。 

 ここに写真が載っているところはほとんどウオーキングで何回も回っているとこ

ろで、いつもすごいなと思っています。例えば、国分寺はもう何回か行きました

が、広いところで天気のいい日に、例えば日本の古典的な、琵琶の音を聞きながら

いにしえの文化を楽しむとか、何かそういうこともやってほしいなと思っていると

ころです。三ツ城古墳はコロナのときはちょっと下火になっていましたけども、毎

年、下見の自治会の皆さんもたくさん参加されて、そしてお店も出て、広大の学生

も光のイベントに主体的に協力している。随分いい戦略を立てていると思いますけ

ど、もっと発展的にいけるのではないか。市民だけではなく、外から動員して、お

金を落としていただけるような、そういう戦略を立てるべきではないかと思いま

す。 

 以上です。 

○ 大内文化課長：観光関係、庁内の産業部との連携についてですけども、一応、話を進

めております。例えば、昨年、観光振興課が会議をＭＩＣＥという感じで誘致し

て、酒蔵や安芸国分寺で会議をしたり、いろいろ連携を取りながら進めさせていた

だいています。今後も、おっしゃられるように、庁内でまずは連携して進めていく

べき案件だとは思っております。 

 三ツ城古墳、それから安芸国分寺の使い方ですが、安芸国分寺の歴史公園は本当

に広くて、ステージになるようなところもあります。そこで、できれば何か音楽演

奏とか、先ほどおっしゃったようなイベントをやっていけたらと思っております。

ただ、天気とか、いろいろ心配な部分もあります。実は、今回、安芸国分寺で、美

術展の美術作品を屋外に置いて見てもらおうという計画も上がっていたのですが、

夜間とか、作品にいたずらをされたらいけないということでできませんでした。せ
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っかくある文化財ですので、何かしら活用していきたいと思っております。 

○ 市場教育長：よろしいでしょうか。 

○ 棚橋委員：このユニークベニューというのは、ご存じのとおり世界的な潮流である

し、日本においても、文化庁ではなくて、多分、観光を担っている省庁が中心とな

って進めているという状況の中では、我が市でもこういった方向になってくるのだ

ろうと思います。 

 ただ、気をつけないと、保護と活用というときに、観光資源としてという新たな

顔が、一人歩きというか、暴走してしまったらいけないと思います。特に我々は、

本来の文化財としての価値を高める、あるいは維持するという視点を常に忘れては

いけないと思います。気をつけないと、主催者としては、その文化財本来の意義と

いうものを忘れて、都合のいい会場の飾りつけのような感覚だけで使う。来場者も

そういう感覚しかないとなると、それは文化財を会場としてイベントをすることの

意義としては乏しいのではないかと思います。例えば秋吉台でトレイルランをす

る、これはまさに秋吉台の持つ性格からしたらぴったりなわけですよ。例えばこの

辺で言えば、広島市の縮景園でお茶会をするとか、あれも一種のユニークベニュー

だと思いますが、あれは庭園としてのもともとの持っている価値にフィットする使

い方であって、意義があると思います。でも、仮に、例えば町の真ん中にちょうど

いいアップダウンがあるからといって、縮景園の築山や池の中をクロスカントリー

といって走り回るイベントをやった場合に、主催者としては都合よく会場があるけ

れども、それが縮景園の文化財としての価値を来た人に伝えることになるかという

と、やっぱりちょっと疑問がある。つまり、文化財保護の観点からいっても、永続

的な保護を考えると、地域住民すらよく知らないという状態では、税金を使ってず

っと保護していくことに対する支持がだんだん薄れていって、結局は文化財として

忘れ去られてしまうおそれもあるわけですから、知ってもらうという意味でも、ユ

ニークベニューの試み、実施は、私は意味があると思う。ただ、先ほど言いました

ように、本来、その文化財が持っている価値を毀損するようなイベントは考えなけ

ればいけない。そこに来てもらうことによって、文化財の本来の価値に気づいても

らうということによって、初めてイベントを通してその文化財の存在を知ってもら

うことの意味が出てくる。活用ということで、お金が動くとなると、そちらへ流れ

ていく可能性があるので、文化財を所管している行政としては、その部分は大事に

しなければいけないと思っております。 

 以上です。 

○ 大内文化課長：おっしゃられるとおりだと思います。ただ人に来てもらえばいいとい

うものではないと思っています。やはりその文化財の価値を知ってもらう、イベン

トを通して知ってもらう、またその中でその価値をさらに高めてもらうということ

が必要ではないかと思っています。今後のイベント内容につきましても、そのあた

りは重々精査して、何でもかんでも人が来ればいいというわけではなく、その文化

財の価値を高めるという方向性を持って、ユニークベニューを進めていかないとい
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けないと思います。 

○ 棚橋委員：ぜひお願いします。 

○ 渡部教育長職務代理者：確かに文化財というのは、残すことが大事で、破損してはい

けませんけども、継続的に人が集まるというのはその文化財の価値を知りたいから

だと思います。例えば三ツ城古墳にどういう意味があるのか。光の宴を見に来る人

というのはそれだけで終わってしまうわけです。そうではなくて、ここの価値はど

ういうものかという専門的、歴史的な価値、中世の頃の歴史だとか、そういったも

のが分かるようにして、変えられるようになると思っています。ここに来てもうち

ょっと勉強したいなと思うような、そういう材料がないと、あまり継続性がないと

思います。ですから、小学校の子供、あるいは専門家が来て、なるほどと思うこと

でリピーターが出来て、初めて深みのある文化財の楽しみ方があるのではないかと

思っています。 

 

報告第６号 臨時代理の報告について                        

○ 市場教育長：それでは、次に報告第６号臨時代理の報告について説明をお願いしま

す。 

○ 武上学校教育部次長兼教育総務課長：６ページをお願いいたします。 

 報告第６号臨時代理の報告についてでございます。 

 １の臨時代理の理由でございますが、令和６年第１回東広島市議会定例会に提出

する議案について、市長から意見を求められましたが、同意することについて、緊

急を要し、かつ教育委員会の会議を招集する時間的余裕がなかったため、臨時に代

理したもので報告するものでございます。 

 ２の臨時代理の内容は、令和５年度東広島市一般会計補正予算（第９号）教育委

員会関係分でございます。 

 ３の臨時代理の年月日は、令和６年２月７日でございます。 

 はじめに、学校教育関係分につきましてご説明いたします。 

 ８ページをお願いいたします。 

 このたびの補正は、主に事業費が確定したもの、入札執行残の整理など、執行見

込みに基づいて予算の最終調整を行っているものでございます。主なものについ

て、補正額の大きいものについて説明をさせていただきます。 

 はじめに歳入ですが、国庫支出金は、デジタル田園都市国家構想交付金はラーニ

ングルームの整備費用等へ、東西条小学校長寿命化改良工事に充当するため、実績

見込みに合わせて増額しております。繰入金ですが、コミュニティ・スクール推進

員の報酬等の執行見込み、そして西条小学校増築及び既存校舎改修工事等の執行見

込みに合わせて減額。市債ですが、西条小学校増築及び既存校舎改修工事の入札

残、志和中学校テニスコート整備工事の入札残による歳出の減額に合わせて減額し

ております。歳入に関する学校教育部関係の補正額の合計は、２億1,281万3,000円

の減額となっております。 
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 次に、歳出についてです。 

 ９ページをお願いいたします。 

 教育総務費は、来年度から使用を開始する小学校教師用図書、教科書、指導書の

購入費用を計上しておりますが、コミュニティ・スクール推進員の確保ができなか

ったことによる減額、帰国する外国語指導助手の人数が少なかったため、旅費等を

減額、学校医等の執務手当等の執行見込み、教職員健康診断業務等の執行残を減額

しております。小学校費は、御薗宇小学校の仮設校舎賃貸借の執行見込み等による

減額、小学校統合サーバー機器等保守業務の執行残等による減額、小学校教育支援

者の学校ニーズに合う適切な人材の確保ができなかったことによる減額、西条小、

東西条小学校の工事請負費の執行残、入札残による減額をしております。中学校費

は、中学校教育支援者の学校のニーズに合う適切な人材の確保ができなかったこと

による報酬等の減額、西条中学校長寿命化改良工事の執行残等による減額を行い、

歳出に関する学校教育部関係の補正額の合計は、６億3,599万8,000円の減額となっ

ております。 

 次に、生涯学習部関係分でございます。 

 10ページをお願いします。 

 はじめに歳入ですが、国庫支出金は、八本松市民グラウンド夜間照明改修工事等

の実績見込みによる減額、県支出金は、地域学校協働活動推進事業及び放課後子供

教室運営事業の執行見込みによる減額で、歳入に関する生涯学習部関係の補正額の

合計は、1,513万5,000円の減額となっております。 

 11ページをお願いいたします。 

 歳出につきましては、社会教育費は、主に支援員の報酬及び。 

○ 市場教育長：10ページではないですか。 

○ 武上学校教育部次長兼教育総務課長：すみません、10ページ。社会教育費は、主に支

援員の報酬及び各諸手当等の実績見込みによる減額、東西条いきいきこどもクラブ

整備に係る工事費等の入札残の減額、地域学校協働活動推進員の報酬の実績見込み

による減額、志和生涯学習センター解体工事に伴う減額、図書館の修繕料などの実

績見込みによる減額、発掘調査の受託件数が当初の見込みを下回ったため、作業員

の報酬や委託料などの減額、東広島市史編さん資料のデジタル化業務の確定による

減額、保健体育総務費は、八本松市民グラウンド夜間照明改修工事等の工事費の確

定による減額を行い、歳出に関する生涯学習部関係の補正額の合計は、6,530万

8,000円の減額となっております。 

 説明は以上でございます。 

○ 市場教育長：ありがとうございました。 

 ただいまの報告について、ご意見、ご質問があればお願いいたします。 

 よろしいですか。 

 

報告第７号 令和６年度業務執行体制の変更（案）について              
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○ 市場教育長：次に、報告第７号令和６年度業務執行体制の変更（案）について説明を

お願いいたします。 

○ 武上学校教育部次長兼教育総務課長：12ページをお願いいたします。 

 令和６年度業務執行体制の変更（案）についてでございます。 

 １の目的でございますが、市制50周年を迎えるに当たり、2050年を見据えた次世

代のまちづくりに取り組むために、令和６年度における新たな執行体制の構築を行

うものでございます。 

 ２の概要でございますが、教育委員会関係では、青少年育成施策の一体的な推進

を行うために、生涯学習課の施設運営係を廃止し、当該係が実施していた地域学校

協働事業を青少年育成課に移管するものでございます。 

 説明は以上でございます。 

○ 市場教育長：ありがとうございました。 

 ただいまの報告について、ご意見、ご質問があればお願いいたします。 

 

報告第８号 令和５年度広島県教育賞の被表彰者の決定について            

○ 市場教育長：それでは、次に報告第８号令和５年度広島県教育賞の被表彰者の決定に

ついて説明をお願いいたします。 

○ 吉岡学事課長：それでは、資料の13ページをご覧ください。 

 報告第８号についてです。 

 学校教育の充実や振興、社会教育、スポーツ、文化活動等を通して地域社会の発

展充実に貢献された方を対象といたしまして、広島県教育賞について被表彰者が決

定いたしましたのでご報告いたします。 

 広島県教育賞の個人表彰の受賞者は２名です。学校教育の分野では、東広島市立

寺西小学校校長、空本秀寿様、社会教育の分野では、広島県地域女性団体連絡協議

会会長、弓場美代様の受賞が決定しております。 

 団体表彰といたしましては、社会教育の分野で、河内万年青大学の受賞が決定し

ております。 

 なお、既に広島県教育委員会からは、２月９日金曜日にこの受賞については公表

されています。 

 また、表彰式につきましては、３月12日火曜日に広島県庁で行われます。 

 報告は以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○ 市場教育長：ありがとうございました。 

 ただいまの報告について、ご意見、ご質問があればお願いいたします。 

 

報告第９号 令和５年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果について       

○ 市場教育長：それでは、次に報告第９号令和５年度全国体力・運動能力、運動習慣等

調査結果について説明をお願いします。 

○ 鷹橋指導課長：資料の14ページをお願いいたします。 



- 12 - 

 報告第９号です。 

 １の(1)調査期間は今年度４月から７月末まで、(2)調査対象は小学校第５学年の

児童と中学校第２学年の生徒、(3)調査項目は表に記載のとおりでございます。 

 ２の本市の調査結果の概要ですが、４つのグラフは、それぞれ左から全国、広島

県、本市の体力合計点を示しております。体力の合計点とは、８種目の記録を得点

化してもので、80点満点です。本市の結果は、小・中学校の男女ともに全国及び広

島県の合計点を上回っております。 

 次に、資料15ページをお願いいたします。 

 その下段のグラフは、項目別の結果でございます。各項目の全国平均値を１とし

て、広島県及び本市の割合を比較したものです。本市の結果は、中学校男女の持久

走が全国を若干下回っておりますが、それ以外の項目については、小・中学校の男

女ともに全国及び広島県の割合を上回っており、特に小学校男女のシャトルランと

ボール投げが、近年、高い数値となっております。令和４年度と比較しますと、本

市の体力合計点においては、小学校男女は総じて横ばい、中学校男女においては若

干の低下が見られます。その背景としましては、１週間の総運動時間が減少してお

り、特に中学校において減少が顕著であり、１週間の総運動時間が60分未満の生徒

が増加していることにあると考えております。 

 また、中学校においては、部活動の加入が希望制になるなど、これまで本市にお

いて学校部活動等が中心になってきた体力向上につながる活動環境にも変化が見ら

れていることも、一つの要因ではないかと捉えております。引き続き、各学校にお

いて、重点課題に対応した取組を行うとともに、教員を対象とした授業力向上の研

修を実施し、児童・生徒の体力の一層の向上を図ってまいります。 

 また、運動やスポーツの楽しさや喜びを味わうことのできる授業づくりを通し

て、良好な運動習慣の形成、運動能力等の向上につなげていきたいと考えておりま

す。 

 報告は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○ 市場教育長：ありがとうございました。 

 ただいまの報告について、ご意見、ご質問があればお願いいたします。 

○ 渡部教育長職務代理者：小学校の50ｍ走と、それからボール投げで、今までといいま

すか、10年前から課題があったわけですけども、非常にいい成績なので、頼もしい

と思った次第です。ありがとうございました。 

○ 市場教育長：ほかにはありませんか。 

○ 島本委員：先ほど中学校の部活が自由になったということでしたが、入部していない

生徒の人数というのは多いのでしょうか。 

○ 鷹橋指導課長：先般、中学校の１年生と２年、３年生はもう引退していますので、１

年生と２年生にアンケート調査を実施しましたところ、90.2％の生徒が部活動に所

属しております。9.8％、約10人に１名が部活動に所属していないというふうにな

っております。 
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○ 島本委員：それは文化部も含めてですね。 

○ 鷹橋指導課長：はい、そうです。 

○ 島本委員：部活に入ってないという子が9.8％。それはどうでしょうか、多いとお思

いでしょうか。 

○ 鷹橋指導課長：他市町と比較はしてはいないのですけれども、今の捉えとしまして

は、90％以上の生徒が部活動に位置づいているということは、ある程度、よそより

も多い状況と考えております。 

○ 島本委員：ありがとうございます。 

○ 市場教育長：ほかにはありませんか。 

 

報告第10号 令和５年度教育推進指定校における研究公開のまとめについて       

○ 市場教育長：次に、報告第10号令和５年度教育推進指定校における研究公開のまとめ

について説明をお願いいたします。 

○ 鷹橋指導課長：16ページをご覧ください。 

 報告第10号です。 

 委員の皆様におかれましては、公私ご多用の中、研究公開にご参加いただき誠に

ありがとうございました。令和５年度は、教育推進指定校の６校が研究公開を行い

まして、市内の小・中学校等を中心に計948名の参加がありました。各学校におき

ましては、今日的な教育課題に対応した先進的な研究を推進するとともに、ポスタ

ーセッション形式の研究協議、シンポジウムの開催、生徒の表現発表の実施など、

各校が工夫を行いながら、研究公開の在り方として新しい視点を提案していただき

ました。本市の教育推進指定校制度は、昭和54年に開始され、今年度で45年目を迎

えました。このことは、これまでの活発な授業研究の基盤が継承されてきた成果で

あり、今求められている学び続ける教師の姿そのものであったように思います。今

後も各学校の教育研究の優れた実践を広く普及し、主体的に学び続け、ともに支え

合い、豊かな人生を切り開く東広島教育の創造の実現につなげてまいりたいと考え

ております。 

 報告は以上でございます。 

○ 市場教育長：ありがとうございました。 

 ただいまの報告について、ご意見、ご質問があればお願いいたします。 

 お願いします。 

○ 島本委員：全て行かせていただいたのですが、それぞれ本当に工夫していました。東

広島の教育力を見せていただきました。ありがとうございます。 

 課題として、１人１台端末の利活用ということが書いてあります。その日は端末

を使わなかったということかもしれないですけど、学校では端末の利活用を、日常

化、習慣化することが難しいのでしょうか。 

○ 沖指導課情報教育推進室長：今年度の全国学力・学習状況調査の学校質問紙のほうの

結果では、週３回以上、あるいはほぼ毎日活用していると答えた学校が、小・中学
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校とも約８割に上っているところでございますけれども、文科省が今求めているの

は日常的な活用ってことで、日々活用するというところを求めています。ただ使え

ばいいというものではなくて、ある効果的な場面で使わなければいけないというと

ころは前提になると思いますので、そのあたりを、どのように使ったら効果的にな

るかというところをもう少し詰めて考えて、そういった使い方を広めていければい

いと思っています。課題はある、と捉えています。 

○ 島本委員：ありがとうございます。 

 

報告第11号 令和５年度学校教育に係るアンケート結果について            

○ 市場教育長：それでは次に報告第11号令和５年度学校教育に係るアンケート結果につ

いて説明をお願いします。 

○ 鷹橋指導課長：資料17ページをお願いいたします。 

 学校教育部では、教育振興基本計画の施策を具体化し、計画的に展開するため、

学校教育レベルアッププランを作成しております。今年度は、令和元年度から５か

年の学校教育に係る計画として策定いたしました第五次学校教育レベルアッププラ

ンの最終年度となっております。これまでの取組の評価検証を行い、次期プランの

策定に生かすため、各小・中学校の児童・生徒及び教職員を対象としてアンケート

を実施したものでございます。 

 はじめに、児童・生徒用のアンケートの結果についてご報告いたします。 

 18ページをご覧ください。 

 第五次学校教育レベルアッププランにおいて設定している３つの資質能力、自律

性、協働性、創造性に関する２から５の項目においては、令和５年度の肯定的評価

は、令和４年度と比べて僅かに減少、または僅かに増加となっており、最終目標値

としていた90％には達することはできませんでした。 

 次に、教師用アンケートの結果についてご報告いたします。 

 22ページをご覧ください。 

 項目１、２において、令和５年度の肯定的評価は、令和４年度に比べて、小・中

学校ともに僅かな減少、または僅かな増加となっております。項目６は、研修等の

内容を日々の教育実践に生かすことについてです。令和５年度の肯定的評価は、令

和４年度に比較して、小・中学校ともに低下しております。 

 現在、令和６年度からの５か年の計画となる第６次学校教育レベルアッププラン

を作成しているところでございます。本市の強みを生かしながら、こうした課題の

解決を図り、子供、教職員、保護者、学校、地域、そして教育委員会が共通の目標

に向かって挑戦し、さらに高みを目指す学校教育を創造していけるよう検討してま

いります。 

 なお、第６次学校教育レベルアッププランについては、次回、３月の教育委員会

定例会での報告を予定しております。 

 報告は以上でございます。 
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○ 市場教育長：ありがとうございました。 

 ただいまの報告について、ご意見、ご質問があればお願いいたします。 

○ 西村委員：アンケートの結果で、小学校の先生、それから中学校の先生、それぞれ聞

いている項目の中で、同じ質問ですが、最後のほうの質問です。学校運営協議会の

件について、設置している小学校、中学校に聞いた中での意見です。結果を見たと

きに、小学校のほうは協力について満足という意見が高く、地域との連携協働に対

する意識が高まっているということで、質問13番では70.7％が当てはまる、14番で

は53.4％が当てはまると答えている。それに対して、中学校のほうが、同じ質問

で、25ページになりますが、10番の質問で満足しているが41.7％、11番の質問が

66.7％。この結果は、恐らく地域の中で、小学校と地域との関わりが今まで多くあ

ったところに、コミュニティ・スクール制度を導入したので、意識が今までよりさ

らに上がったという形になって、中学校に関しては、今まで地域とのつながりとい

うものがあまり感じられなかったが、このコミュニティ・スクールを導入すること

によって意識が高まったという結果になっている。地域の方が小学生とは関わりが

多いところがあるけれども、中学校のほうで満足しているという回答の数値が上が

らないと、多分、中学校ではなかなか関われないという課題を地域の方も思われて

いるのかなと感じています。 

 学校側は、このコミュニティ・スクール制度に対して、校長会などで話をする機

会があるかと思いますが、学校の関係者ではない協議会委員の方たちが情報を共有

するような機会はあるのかなと思いましたので、質問させていただきたいと思いま

す。まだ全学校が導入をしているわけではないので、これはまだ段階の話だとは思

いますけれども。前置きが長くなりましたが、学校側、学校関係者ではない協議会

委員の情報共有の場がありますかという質問です。 

○ 鷹橋指導課長：まず、小学校と中学校において、満足度の、ここに若干差があるので

はないかというところからご質問いただきました。今、中学校のほうでは、まだコ

ミュニティ・スクールが始まっていないという学校も多くあります。小学校は、２

校を除いて全て始まっていますが、中学校は半数程度しかコミュニティ・スクール

をスタートしておりません。来年度の４月から、市内全小・中学校において始まっ

ていく予定でございます。そういったところの差も若干あると思います。 

 そして、ご質問いただきました学校関係者以外の方の情報ということですけれど

も、コミュニティ・スクールを導入するに当たり、学校運営協議会というものを立

ち上げる必要がございます。ここの中に、これまでの学校評価のみを中心としてい

た学校関係者評価委員会というのがありますけれども、そこと同じ方ばかりがまた

この学校運営協議会に入るということであっては、今ご指摘いただいたように何も

状況が変わらないのではないか、情報が入らないのではないかといったご指摘があ

ったとおりでございます。ここの中に、この運営協議会の委員として、例えば地元

の企業の方であったり、例えば地元の飲食店の方が入っておられたりという小学校

のコミュニティ・スクールの例もございます。こういった方たちに委員に入ってい
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ただき、この場で子供たちのために何ができるかといったような議論をしていただ

くようにお願いをしているところでございます。 

○ 西村委員：例えばお隣同士の小学校のコミュニティ・スクール制度の、Ａ校はこんな

感じです、Ｂ校はこんな感じですと、Ａ校とＢ校が一緒に会議をするとか。中学校

区が一緒だったりすると、ＡとＢとが一緒に情報共有ができる場があったりとか、

そういった場はないのでしょうか。 

○ 市場教育長：運営協議会委員の各学校間の共有の場があるかというご質問です。 

○ 神笠教育監：例えばですけれど、報告を受けていますのは、コミュニティ推進員とい

う方が各学校にいらっしゃって、その方は学校運営協議会の運営に携わっておられ

ます。そういった方が、今年度は２回ほど、安芸津町内の木谷小学校、それと風早

小学校、それと三津小学校、３校でコミュニティ推進員が情報共有されているとい

う報告は受けております。そういったことを他地域にも広げていく必要があろうか

とは思っております。 

○ 西村委員：そうですね。多分、町単位とか、中学校単位でも構わないですけれども、

そういった、関わっている方々が情報共有する場面がないと、恐らく協力しように

もできないこととか、協力したら、Ａ校とＢ校が一緒にやればいいということなど

も後々は生まれてくるのではないかと思っています。Ａ校だけで完結している、Ｂ

校だけで完結しているということではなくて、同じことをするのであれば協力し

て、情報共有ができれば、コミュニティ・スクール制度は地域にとってとてもやり

がいのあるものになると日頃から思っています。 

○ 細谷生涯学習部次長兼生涯学習課長：生涯学習でコミュニティ・スクールと一体的に

推進していこうとしている地域学校協働活動の関係をさせていただいています。毎

年、地域の活動、地域の様々な団体に援助していただく地域学校協働活動推進員を

配置させていただいていますけども、情報交換会を毎年しておりまして、今年度は

コミュニティ・スクール推進員、学校長にもお声かけをさせていただきました。先

週、全ての学校ではございませんでしたけども、情報交換会ということで、先進事

例の発表とか、グループに分けてのグループワークといいますか、情報共有の時間

を取りまして、そういった活動をさせていただきました。西村委員が、おっしゃら

れるとおり、やはり活動そのものがスタートしたばかりで、なかなか活動の中身が

分かりにくいということもありますので、先進事例とか、いろんな学校の活動の状

況を情報共有していただいて、より活動が活性化していくような取組を引き続き行

ってまいりたいと思います。 

○ 西村委員：ありがとうございます。まずは１つの学校の中でどうするかという話にな

ると思います。例えば西条だったら、三ツ城小学校はどうしているのかな、東西条

はどうしているのかなという情報が市全体で共有できたら。町が違えばいろいろと

形も違うと思いますし、まねをしたり、またはもうやめようということはやめたり

とか、そういった大きな決断が、地域の中で学校もできるようになっていくのでは

ないかなと思います。ありがとうございます。 
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○ 市場教育長：よろしいですか。 

○ 島本委員：22ページの小学校の教諭の年休10日以上と24ページの中学校の７番の年休

10日以上、これは、数字としてよく表れていると思います。働きがいというのは、

個人差があると思います。これも数字で出ますので、10日以上取得できる学校環境

とか、学校からの声かけというのは、働き方改革にはとても大きなメリットだと思

うので、ぜひこういう数字で出るものをどんどん出してほしいと思います。 

○ 吉岡学事課長：年休取得に関しましては、特に夏期休業中に一斉閉庁日を設けており

ます。まずは夏期休暇と厚生休暇を確実に取ることと、それに併せて年次有給休暇

を取得しやすくするために管理職が教職員へ声掛けをしていると聞いております。

学校によっては研修日をある期間に集中させて年休を取りやすい環境をつくってい

るという例も聞きます。これも達成目標の1つですので、校長会等を通じて、教職

員に対して積極的に年休取得に向けて、引き続き、声かけをしていこうと考えてい

ます。 

○ 島本委員：ぜひお願いします。 

○ 京極委員：３番目の子供と向き合う時間、必要なのかどうなのか分かりませんけど、

この２割以下というのはどんなふうに捉えたらいいのでしょうか。確保できている

と捉えていいのでしょうか。 

○ 吉岡学事課長：この子供と向き合う時間については、授業準備を含んでおります。先

生によって授業準備の確保ができている、子供に触れ合って、子供としっかりと話

ができているといった捉えのところが、経験年数や仕事の満足度によって、様々に

なると捉えています。近年、子供と触れ合う時間の満足度が70％程度であり、今後

も、積極的に子供たちへ関わり、子供たちと触れ合う場面を確保するための時間の

確保に向けて、様々な働き方改革に、取り組んでまいります。 

○ 京極委員：教育長がお話をされ、何とか時間を取りたい、年休も取らないといけない

し、夏休みの在り方だとか、いろいろ考えないといけないとのことでした。総合的

に考えていかないといけない。本来は、教育はここがすごく大事なので、そのあた

りは少し検討したほうがいいのではないかなと思いました。 

 

報告第12号 第２期東広島市生涯学習推進計画（案）のパブリックコメント（意見公募） 

      の実施結果について                          

○ 市場教育長：それでは、次に報告第12号第２期東広島市生涯学習推進計画（案）のパ

ブリックコメント（意見公募）の実施結果について説明をお願いいたします。 

○ 細谷生涯学習部次長兼生涯学習課長：資料の26ページをお願いいたします。 

 １月にパブリックコメントの結果につきまして概要を報告させていただいたとこ

ろでございますが、いただいたご意見はご提案の内容と市の考え方について整理い

たしましたので、主なものについてご報告をさせていただきます。 

 １の募集結果に記載のとおり、16人から26件のご意見をいただいたところです

が、 (1)意見を計画に反映するものが11件、(2)このたびの見直しの対象とはなら
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ないが、その他、生涯学習スタッフ全般に対する意見が15件ございました。 

 ２の提出された意見に対する市の考え方の一覧表のうち、ご意見を計画に反映す

るものは黄色に色をつけているところでございます。 

 主なものについて説明をさせていただきます。 

 27ページをお願いいたします。 

 表の左から２番目、意見番号４でございます。図中に計画が列記される中で、地

域学校協働活動という計画名称以外のものが含まれているため、注釈を入れるなど

したらどうかとの意見を踏まえ、本文中に地域学校協働活動に関する記載の追記を

検討しております。 

 34ページでございます。 

 意見番号23で、ここで言う文化財とは、建築物だけではなく東広島の田園風景や

海、山、川などの自然も含めたものではないかとのご意見を踏まえ、文化財的価値

を有する全てのものと分かるよう、注釈の追記など、検討をしております。 

 その下、意見番号24は、スポーツの魅力で地域の活性化が図られる状況には至っ

ていませんという記載に対し、スポーツの魅力を市民に伝えるべく、アスリートに

よるスポーツ教室などの開催や、志和でペタンクのまちおこしが育まれていること

から、地域の活性化が図られる状況が少しずつでもできているのではないかという

ご意見を踏まえ、現状を踏まえた表現となるよう、変更を検討しております。 

 今後、こうしたご意見等を踏まえ、計画案の修正を行い、東広島市社会教育委員

会議の諮問答申を経て、３月の教育委員会議において、議案として提出をさせてい

ただく予定としております。 

 報告第12号の説明は以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○ 市場教育長：ありがとうございました。 

 ただいまの報告について、ご意見、ご質問があればお願いいたします。 

 よろしいですか。 

 

報告第13号 東広島市図書館サービス計画（第３期）（案）のパブリックコメント（意見 

      公募）の実施結果について                       

○ 市場教育長：では、次に報告第13号東広島市図書館サービス計画（第３期）（案）の

パブリックコメント（意見公募）の実施結果について説明をお願いいたします。 

○ 細谷生涯学習部次長兼生涯学習課長：資料の37ページをお願いいたします。 

 先ほどと同じく、１月にパブリックコメントの結果につきまして概要を報告させ

ていただいたところでございますが、いただいたご意見、ご提案の内容と市の考え

方について整理いたしましたので、報告させていただきます。 

 １の募集結果に記載のとおり、４人から８件のご意見をいただいたところです

が、意見を計画に反映するものが２件、問題の見直しの対象とはならないが、その

他、図書館施策全般に対する意見が６件ございました。 

 ２の提出された意見に対する市の考え方の一覧表のうち、ご意見を計画に反映す
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るものは黄色に色をつけているところでございます。２件のうち１件目は、表の左

から２番目の意見番号４でございます。地域学習電子資料、のん太の学び場の一層

の活用についてのご意見に対し、市の考え方としまして、学校図書館の情報センタ

ー機能の支援に、のん太の学び場の提供と活用促進について追記することを検討す

ることとしております。 

 資料38ページをお願いいたします。 

 ２件目は、意見番号５でございます。読書バリアフリーに関する技術活用につい

てのご意見に対し、市の考え方として、高齢者や障がい者等の読書活動支援としま

して、バリアフリーを実現する技術の活用ほか、他図書館との相互貸借制度の活用

などに関係機関と連携し取り組むことを追記するよう、検討することとしておりま

す。 

 今後、ご意見を踏まえまして計画案の修正を行い、同じく３月の教育委員会議に

おいて、議案として提出させていただく予定としております。 

 報告第13号の説明は以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○ 市場教育長：ありがとうございました。 

 ただいまの報告について、ご意見、ご質問があればお願いいたします。 

○ 島本委員：感想になるかと思うのですが、80代の方とか、よく読みこんで、前向きな

書き方をされていて、熱心な方がいらっしゃるのだなと思いました。よく熟読され

ているなと思って、読ませてもらいました。今回じっくり読んで、すごいなと思い

ました。 

○ 細谷生涯学習部次長兼生涯学習課長：委員おっしゃられますとおり、皆さん、前向き

なご意見ばかりいただいて、大変ありがたく思っております。市の考え方につきま

しても、修正はしなくても施策への反映というのはしっかりさせていただきたいと

思っておりますので、また市の考え方についてはホームページ等でしっかり公表さ

せていただいて、次回のパブリックコメント等でご意見いただけるよう、しっかり

市も考えていますということを改めて公表させていただきたいと思います。 

○ 市場教育長：よろしいですか。 

 

その他ア 次回教育委員会定例会の日程について                   

○ 市場教育長：それでは、その他に移りたいと思います。 

 次回教育委員会定例会の日程について説明をお願いいたします。 

○ 武上学校教育部次長兼教育総務課長：次回定例会の日程ですが、３月は臨時会を開催

させていただこうと思います。３月12日火曜日10時から北館201で臨時会を開催さ

せていただこうと思います。定例会につきましては、３月28日木曜日15時から、く

ららの多目的室304、305で開催させていただこうと思います。 

 ４月につきましては、25日木曜日15時からでお願いしたいと思います。 

○ 市場教育長：ありがとうございました。それでは、次回は臨時会が３月12日の火曜日

10時から北館会議室201で決定いたします。定例会が３月28日木曜日15時から東広
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島芸術文化ホールくらら、多目的室304、305で決定いたします。 

 次々回は４月25日木曜日15時からをご提案いたしましたが、委員の皆様のご都合

いかがでしょうか。 

 それでは、よろしくお願いいたします。 

 その他、事務局からありますか。 

 その他、委員の皆様からございますか。 

○ 島本委員：先日のメープル賞の授賞式、とてもよかったです。 

○ 市場教育長：アザレア賞ですね。 

○ 島本委員：すみません、アザレア賞、よかったです。くららでありましたけど、身近

に受賞者の方たちも見ることができて、とてもよかったと思いました。お疲れさま

でした。 

○ 細谷生涯学習部次長兼生涯学習課長：また、市民の皆さんに頑張っていただけるよ

う、しっかり伝えられるような式をやっていきたいと思います。 

○ 市場教育長：そのほかございますか。 

 以上で本日の議題は全て終了いたしました。 

 それでは、以上で会議を閉会いたします。 

 皆様、ご協力ありがとうございました。 

 

閉会 午後４時17分                                


